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セクハラ訴状の概要 

 
平成２６年５月２７日 

      「モルデカイの会」 代表 加藤光一 

 
事件名称：不法行為等に基づく損害賠償請求事件 平成２１年（ワ）第 XXXXX 号 

所轄裁判所：東京地方裁判所民事部 
提訴の日：平成２１ 年７月２９ 日 
原告代理人：弁護士 湊信明（湊総合法律事務所）、齋藤大（ist 総合法律事務所）、 

沖陽介（湊総合法律事務所） 

 
事案の概要： 
本件は、国内外に複数の教会を持つプロテスタント系キリスト教団の主任牧師

が、霊的指導者である自己の絶対的権威を説いて指導原理とし、これにより形

成された同教団内で絶大な権威を背景に、同牧師のもとで信仰を研鑽し、立派

な教職者に成長しようと生活の全てを同教団に委ねていた多数の女性教職者や

関連会社女性従業員に対し、神のために働くには神と一体となることが重要で

あり、そのためには神が選んで霊的権威を与えた主任牧師と性的な関係を持つ

ことが必要であるとか、指導者の霊的権威は絶対不可侵であり主任牧師の行い

はいかなる場合も責めてはならないなどという、自己の欲望を満足させる道具

に過ぎない欺瞞的説法を繰り返して、被害女性を抗拒不能にさせて反復継続的

に東京都区内及び茨城県内の教団施設において性的自己決定権を侵害し、心理

的抑圧により被害者に被害を訴えさせなかった事件である。 

 
被告ら： 
（１） 被告ビュンジェーチャン（以下、被告ビュン） 
被告ビュンは、宗教法人である被告小牧者訓練会の創立当時から現在に至るま

での代表役員であり、被告株式会社小牧者出版の元代表取締役であるとともに

被告有限会社ポエマの元取締役である。被告ビュンは、原告らの性的自己決定

権を侵害した張本人である。 
（２） 被告チョウアイラン（以下、被告アイラン） 
被告アイランは被告ビュンの妻である。被告アイランは、小牧者訓練会の責任

役員であり被告ビュンに次ぐ地位にあるとともに、被告株式会社小牧者出版の

元取締役であり、被告有限会社ポエマの元取締役でもある。被告アイランは、

被告ビュンが原告らの性的自己決定権を侵害していることを知り、これを止め

るべき作為義務を負っているのに、これに反してこれを放置し、それどころか、
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被告ビュンの自室に原告ら被害者を向かわせるなどし、被告ビュンの違法行為

を容易にした。 
（３） 被告小牧者訓練会（以下、被告教団） 
被告教団は、被告ビュンが設立し、代表役員を務めるキリスト教プロテスタン

トの宣教等を目的とする宗教法人である。なお、傘下にある国内外の教会の総

称を国際福音キリスト教会という。 
（４） 被告株式会社小牧者出版（以下、被告小牧者出版） 
被告小牧者出版は、被告ビュンが設立し、その著作や被告教団にて使用するテ

キストの出版業務を遂行する被告教団の関連会社である。被告小牧者出版は、

被告ビュンが設立当時の平成 5 年 12 月 30 日から平成 14 年 11 月 30 日まで

代表取締役を、平成 19 年 11 月 12 日から平成 20 年 11 月 29 日まで取締役

をそれぞれ務め、被告アイランも平成 16 年 11 月 30 日から平成 20 年 11 月
29 日まで取締役を務めていた。 
（５） 被告有限会社ポエマ（以下、被告ポエマ） 
被告ポエマは、牧師や聖歌隊のガウンなどの衣装類やミネラルウオーターの販

売などを業とする被告教団の関連会社であり、設立された平成 14 年 2 月 1 日
から平成 20 年 5 月 6 日までの間、被告アイランが代表取締役を、被告ビュン

が取締役をそれぞれ務めていた。 

 
原告ら： 
原告らは、被害女性 4 名である（被害者である原告の名誉、プライバシーが毀

損され、社会生活を営めなくなるなどの二次被害を防止するため、実名等は伏

せる。）。原告らの被害当時の年齢は、10 代～30 代。原告らは、被告ビュンから

性的自己決定権を侵害された１０数名の被害者のうち、ようやく声を上げるこ

とができるに至った者たちである（被害者の中には原告らに匹敵する被害を受

けていても、甚大な精神的苦痛のため声をあげられない者がいる。）。 

 
被害事実： 
典型的な被害事実を列挙する 
 胸や臀部、体全体を服の上から執拗に触られた被害 
 下着の下に手を入れられて直接胸や体全体を触られ、手を捕まれて服の上か

ら陰茎を触らせられた被害 
 抱き付き、接吻等された被害 
 ディープキスされた被害 
 陰部を触られた被害 
 乳首を触られた被害 
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 乳房を弄ばれた被害 
 口内に舌を入れられ、乳房を舐められた被害 
 姦淫被害 
 裸になるよう指示された被害 
 下着を見せることを強要された被害 

 
被害の期間： 
平成 12 年４月から平成 20 年 11 月 

 
被害の場所： 
被告ビュンの土浦市自宅、被告ビュンの高田馬場自宅、被告ビュンのつくば市

谷田部私邸、アガペーつくばチャペル・コイノニア館（つくば市）、中央チャペ

ル（高田馬場）、小牧者出版（つくば市）等。 

 
以上 


